
市政に関する地域座談会実施報告書 

 

 ◇平成２３年度 第４回（通算５７回） 楯地区 

開 催 日 時 平成２３年１１月１５日（火）午後７時２７分～午後９時００分 

会   場  楯公民館 出 席 者 数 
   ３０ 人 

(男 23・女 7) 

地域座談会の内容（市長講話・質疑応答の内容等） 

１ 市政報告（7：28～7：57）…市長 

① 安全安心なまちづくりについて 
② 新第 5次振興計画の策定について 

・市民の評価（市民 100人評価委員会）…安全安心・子育て支援・雇用 
・中学校給食 ・子育て支援 ・雇用 ・財政 

 
２ 質疑応答（7：58～9：00） 
問① 中町楯線の改良着手に感謝。13 年越しでやっと実現、スムーズな事業

遂行をお願いしたい。 
  【答】25年完成の予定であるが、田代小統合もあり、できるだけ早く整備   

したい。 
 

問② ほなみ団地に対する住宅建築補助を市内全域に拡大する考えはないか。 
  【答】ほなみ団地に対する補助については、ある程度目途がつけられれば、 
    その制度の地域や対象者の拡大も必要かと思う。多くの人に利用して

もらいたい。特に、若い人が持家を持つこと、雇用等、総合的な子育
て支援策を図っていく必要があると思う。 

 
問③ 寒河江市の申請書のダウンロードは、市民・税務・福祉に限られている

が、他市では事業者向けのものも多く、様々の様式がダウンロードでき
るので、考えてもらいたい。（PDFではなくＷordで） 

【答】他でやっているのだから、寒河江で出来ないはずはない。持ち帰っ
て対応を検討したい。 

 
問④ 白岩城は特異な城で歴史的な価値が高いと言われており、市民（市外か

らも）の関心も高い。白岩城シンポジウムには県外の方や女性も多く参
加している。 

    今は慈恩寺の方だと思うが、今後とも調査を続けてほしい。地域おこし
につなげて行きたい。 

【答】白岩城については、以前、文化庁の担当者が視察して好評価だったと
聞いている。現在は、県も慈恩寺に力を入れているが、白岩城も視野に
入れていく必要があるのではと思う。 

 
問⑤ 田代白岩線は、県でＨ23 から工事着工の意向と聞いている。中町楯線

についてもＨ8 から要望していて、昨年度から進んでいるが、県道のバ
イパスにもなるので、田代白岩線と合わせて事業推進をよろしくお願い
したい。 



     【答】田代白岩線は、Ｈ23から用地買収に入り、Ｈ24完成と聞いている

が、市も一緒に県に対して要望していきたい。中町楯線は、できる
だけ早く整備したいので、地元の協力をお願いしたい。 

 
問⑥ 今年 11 月からデマンドバスが運行しているようだが、利用状況はどう

か。楯は通過点になっているが、今後、利用できるようにお願いしたい。 
   【答】デマンドタクシーはバスの通らない地域限定で、バス停から 500

ｍの地域は外すことになっている。11月から社会実験を実施してお
り、来年 11月からの本格スタートに向けて充実させたい。 

 
    【答】（政策推進課課長補佐） 
       利用率については、1 日のスタートから 11 日までで、実質８日

間（土日運休）の運行ですが、53件で 1日平均 6.7件となっていま
す。５地区で運行しており、２地区がジャンボ（９人乗）、３地区が
一般タクシー４人乗）で、１日８便の運行で最大 240 人の定員です
ので、利用率は３％弱です。目標は 20％で、これから利用促進をＰ
Ｒしていきたい。ご協力をお願いしたい。 

   【答】要望するときの声は大きいのですがね。実施してからは低くなる。 
 
問⑦ 市立病院で、この頃たらい回しが２、３件あったように聞くが、県立中

央病院や河北病院との関係も含め、市立病院をどのように持っていくの
か。市立病院で（治療を）完結したい人も多いと思うが。 

   【答】現在、医師 10人体制で、一時期よりも少し減っている。救急や重
篤な患者は県立中央病院など山形市に行くことが多いと思う。市立

病院のような規模の公立病院の経営は大変厳しく、市から毎年６億
円を持ち出ししている。大病院を退院した人を受け入れる療養型の
病院が西郡にはなく、西郡にも確保すべきという声があり、ニーズ
に対応したあり方を考え直す必要がある。山大医学部、県、市で役
割分担・住み分けについて、検討会を進めている。市立病院を、経
営が厳しい 100～200床程度の全国の病院のモデルとして、生まれ変
わらせる必要があり、経営的にも市の負担の少ない形にするため、
山大の全面的な協力の下、取り組みたい。  

                                
問⑧ 振興計画の中間見直しで、地域の意見によって見直し・変更なった点は

どういうところか。もう少し、つぶさに教えていただきたい。 

   【答】７つの重点プロジェクトを掲げ、検証のため、市民 100 人評価委
員会で意見を貰ったが、それらを真摯に踏まえて今後取り組んでい
きたい。 

      この 10 月開催の第１回委員会で市へ希望する施策のアンケート
を行ったところ「安全安心のまちづくり」が一番多かった。その内
容については、年内にも市報に４頁程度で掲載したい。それら意見
を尊重しながら来年度の事業を進めていきたい。 

 
問⑨ （１）子育て支援に関連して、市立病院に小児科を設けてほしい。 

（２）ゴミ収集について、楯地区は生ゴミ収集日が月曜日になっている
が、振替等で休日になるケースが多いのでもう少し考えてほしい。 

【答】（１）休日・夜間救急で不安があるのはわかる。小児科設置は無理
しても、夜間の救急とか何とか考えたい。医師会の協力を得て西郡広



域的に取り組みたい。意見としてお聞きしておく。 

 （２）ゴミ取集について、最近は、月曜日は祝祭日になることが多
いので、収集されないことが多く、不公平感があるとのことだと思う
が、確かにそう思う。市だけでないので、西村山広域事務組合と検討
したい。 

                                   
問⑩ （１）除雪について、以前と比べると回数が減った気がするが。特に、  

昨年、一昨年と、日中降った雪については、ほとんど掃いてないの
ではないか。 

       夜 11時頃に帰宅する私は、中町楯線は坂道で登れない時がある。
学校裏の道路も含めて、除雪回数を増やしてほしい。 

    （２）1 月３日に市役所に電話したら、担当でないのでわからないと

言われた。 
   【答】（１）ご迷惑をおかけして申し訳ない。去年は特に雪が多かったの

で、いろいろ支障があったようだが、それでも昨年、白岩地区は 26
回の除雪を行っている。雪の状況を見ながら対応してもらうよう、
除雪協力会にお願いして、出来るだけ支障が出ないようにしたい。
皆さんからも電話なりで声を出してほしい。       

   【答】（総務課長） 
       昨年は日中の温度が低くて溶けなかったので、それが積み重なっ

てしまった。日中除雪すると交通の邪魔になるとか、家の前に雪を
置いて行ったとか、苦情がいつもの３倍位来る。 

             市民の協力でグラウンドワークで排雪を行っている地域もある。
市でも皆さんと協力して排雪作業をやっていきたいと思う。町会長

さんを通して、市役所に連絡していただきたい。 
          （２）の件は、おそらく日直が対応したと思うが、電話が来たら除

雪担当に連絡がいくようにしているのですが…。 
   【答】（１）については町会長さんを通じて、皆でまとまってもらって連

絡いただけるとありがたい。 
 
 問○11  老人クラブで、地域の花壇づくりを担当しているが、毎年花苗３ケー

スほどもらって助かっている。来年も引き続きお願いしたい。 
 
 問○12  全戸配布している「安心カード」の管理について、置き場所がわから

なくて緊急時探せなかったことがあった。置く場所をキチッとするよう

指導を徹底してもっと活用するようにすべきと思うが。 
   【答】キチッと対応させていただきたい。         
 
 

 


